
【様式３】

■研究目的・方法

【目的】近年、梅毒による性感染症が増加傾向であることが知られている。以前より梅毒検査
は自動化法であるTPLAとRPRがガイドラインで推奨されている。しかし、TPLAとRPRいずれも
非特異反応による偽陽性があると言われている。そこで、2020年度～2022年度までに梅毒検
査を行った結果の陽性率と非特異反応の解析を行い、その知見を公表する。
【方法】2020年度～2022年度までに梅毒検査を行った結果を検査システムで抽出し、初見値
と再検値、疾患、投薬歴をもとに解析する。

■研究に用いる
　　試料・情報の種類

【情報】
年齢、性別、疾患、投薬歴
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■研究の対象 2020年度～2022年度までに梅毒検査を行った検体を対象とする。

　本研究に関するご質問・ご相談等がありましたら、下記の連絡先までお問い合わせください。
　ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計画書及び関連資料を閲覧する
ことができますので、下記連絡先まで電話またはFAXにてお申し出ください。
　また、試料・情報が当該研究に用いられることについて、患者さんもしくは患者さんの代理人の方にご了承いただけいない場合には
研究対象といたしませんので、下記の連絡先までお申し出ください。その場合でも、患者さんに不利益が生じることはございません。

お問い合わせ先及び研究への利用を拒否する場合の連絡先：

〒２５１－８５５０　藤沢市藤沢２丁目６番１号
藤沢市民病院　医療技術部　臨床検査室　　　（研究責任者）　枝松　清隆
電話番号：０４６６－２５－３１１１（代表）　　FAX：０４６６－２５－３５４５

倫理委員会承認日から2025年6月30日■研究期間

■試料・情報の
　　取得と保管方法

データ管理は藤沢市民病院・臨床検査室で行い、ネットワークから独立したPC内でデータ
ベース化し、カルテ番号、患者氏名は研究用IDとして用いない。

■外部への
　　試料・情報の提供

試料の提供や情報の提供はありません。


